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『人 生 象 斅』について 
丸  尾  勝  
 
 
一 はじめに  
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［ 6 ］ 
たので、紹興魯迅紀念館には、筆者が閲覧したテキスト以外のテキスト
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書』 (28)では  
Ｄ『通俗動物新論』箕作佳吉著 1903 年 東京敬業社 四版  
Ｉ『石川大生理学（上巻）』石川日出鶴丸著 1909 年 東京富山房 [ヘ
ルマン、チーゲルステッド ] 
ＳＫ『生理學講本』Steiner,J.著 馬島永徳訳 1904～1909 年 丸善
書店・南江堂、改正八版至九版 四冊 [スタイネル、ヘルマン、ラン
ドア] 
Ｋ『解剖生理及衛生』宮島満治著 1908 年 南江堂書店 四版 [パン
シュ、ヘンリ、ボック、ランドア、スタイネル、ラーベル等、他に
日本人 坪五次郎、森林太郎、小池正直、今田東、三島通良等 ] 











［ 10 ］ 
「クラ―メル著 山田薫訳補」と記載されている。また、  
ＳＳ『生理学粋』シェンク ,ギュルベル著山田薫・谷口吉太郎訳 1902
年 丸善書店・南江堂 科学集粋４ [シェンク、ギュルベル ] 
が付け加わっている。Ｄ、Ｋ、Ｅは北京魯迅博物館に魯迅の蔵書として





Ｔ『中学生理衞生教科書』呉秀三著 申祺・文祺訳 上海文明書局  






0、｢消化系第三｣で 11、「循環系及リンパ管第四」で 8（内グラフ 2）、「呼
吸系第亓」で 5、「泌尿系第六」で 1、「亓官系第七」で 19（内グラフ 1）、
「神経系第八」で 11、「生殖系第九」は 0 で、計 71、内グラフが 3 ある。
これらの挿絵の出所は、上記の（４）「参考書籍」のＫが 35（内推定 1）
で最も多くほぼ半数で、次いでＬが 16 か 17（内推定 1）、Ｔが 9 と 3 分








『中国言語文化研究』第 13 号 
 
































［ 12 ］ 
斅』の最初の挿絵、「頭骨側視」図 (38)の「二前頭骨」「三顳顬骨 Ａ鱗状
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（1851 年）では脳神経は 10 対で、ダッジョン（徳貞）の中国書『全体
通考』（1886 年）では 12 対であり、奥山虎章著作の医学用語辞典の日
本書『解剖生理学語部』（1881 年）では 12 対である (43)と言う。『人生象
斅』をこの『解剖生理学語部』と照合してみると、脳神経の数は 12 対
で、それらの名称は日本字が中国字になっただけであり、脊髄神経もそ
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『文物参考資料』1953 年第 11 期。 
(２)唐弢編『魯迅全集補遺続編』「編校後記」942,943 頁、上海出版公司 1952
年。唐弢『魯迅的美学思想』（人民文学出版社 1984 年）、『向魯迅学習』（平
明出版社 1953 年）にも掲載。 
(３)馮宝琳『介紹魯迅早年的几種手稿和墨迹』20，21 頁、『文物』1959 年第





(５)鮑昌・邱文治編『魯迅年譜』72 頁、天津人民出版社 1979 年。 
(６)黄川『魯迅編著的《生理学講誼》在新疆発現』20～22 頁、北京魯迅博物
館編『魯迅研究動態』1988 年 2 号（70 号）。 
(７)『名学』（許壽裳述）、『倫理学』（美 梅亜海徳著、銭家治解述）、『博通地
志学（巻１）』（許壽裳述）、『動物学（三巻）』、『植物学』（博物科編輯部編）、
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［ 26 ］ 















南江堂書店 1908 年）の 239 頁。 
(24)（21）の「静脈図」は宮島満治著『解剖生理及衛生』の 265 頁、「林巴総
管図」は同 273 頁。 






(29)中島長文編『魯迅目睹書目』22,23,24 頁、1986 年。 
(30)東北大学図書館所蔵『魯迅医学ノート六冊』複製本。楊燕麗『関于魯迅的
“医学筆記”』（『魯迅研究月刉』1997 年第 1 期）によれば、紹興から北京へ
転居の際魯迅が紛失したと思っていた『魯迅医学ノート六冊』は紹興の同郷
人の家に預けてあり、発見された後北京魯迅博物館に寄贈された。そして、
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［ 27 ］ 
その複製本が東北大学に寄贈された。その内容は以下のとおり。  
『魯迅医学ノート』（頁数は、ノートの右頁右下、あるいは左頁右下による。） 
[題 目]  [頁] [授業学年] [教師] [記録方法] [備 考] 
１解剖学ノート 
解剖学緒論総論 1～13 一年  敷浪教授 書写  13 頁は系統解剖学区分 
骨格学   14～146 一年  敷浪教授 書写  骨格図 31、題のみ 2、グラ
フ 1 
靭帯学 147～206  一年  敷浪教授 筆記 靭帯図有り 
筋肉学 207～305 一年  藤野教授 書写 筋肉図 42、305 頁題名のみ 
２脈管学ノート 
脈管学   1～134  一年  藤野教授 筆記 添削有り、脈管図有り 
 神経学 135～259  一年  藤野教授 筆記 添削有り、神経図有り 
 局部解剖学 260～334 二年  藤野教授 筆記 添削有り、解剖図有り 
３組織学ノート 
 組織学   1～151  一年  敷浪教授１～38 書写、39～151 筆記 
 生理学 152～349  一年二年横田教授 書写 一年は三学期 
４亓官学ノート 
 亓官学   1～123  一年  敷浪教授 筆記 亓官図有り、視覚・聴覚・
齅覚・味覚・触覚 
 内臓学  125～325  一年  敷浪教授 筆記  内臓図有り、消化・呼吸・
泌尿・生殖 
５病変論ノート 
 病理学   1～193  二年 東・柏村教授 筆記 図は 3 
６有機化学ノート 
 有機化学  1～296  一年    佐野教授  筆記 











誌』第 54 巻第 4 号 2008 年）365 頁の Gegenbaur,C.,Lehrbuch der Anatomie 
des Menschen,7th ed.,in 2 vols.,Leipzig:Wilhelm Engelmann;1899、369
頁の Toldt,C.,Anatomischer Atlas für Studierende und Ärzte,in 6 vols. 
Berlin:Urban & Schwarzenberg,1896-1897。 
(34)魯迅の同級生、小野豊三郎の「小野ノート」は東北大学史料館にあり、先
輩の齊藤龍祥の「齋藤ノート」は東北大学医学図書館にある。前者の参考に
なった書籍は、坂五氏によれば上記の Gegenbaur の書籍、後者は Rauber,A., 





体 解 剖 学 』。 外 国 の 医 学 書 は 、 Hyrtl,J.,Lehrbuch Der Anatomie Des 











書』）1979 年。或いは『憶魯迅』人民文学出版社 1957 年。 
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丸善書店・南江堂、八版 1904,1905 年）は「上巻」本文 1 頁。 
(45)『魯迅医学ノート』『組織学ノート』（30）は 152 頁。 
(46)『人生象斅』（15）は 594 頁、『生理學講本』（44）は「上巻」本文 2 頁。 
(47)『人生象斅』（15）は 594 頁、『生理學講本』（44）は「上巻」2,3 頁。 
(48)『人生象斅』（15）は 594 頁、『生理衞生教科書』（23）は本文 1 頁。 






(53)『人生象斅』（15）は 595 頁、『解剖生理及衛生』（23）は本文 2 頁。 
(54)『人生象斅』（15）は 597,598,599 頁、『解剖生理及衛生』（23）は 14～
17 頁。 
(55)『人生象斅』（15）は 599～602 頁、『解剖生理及衛生』（23）は 17～22 頁。 
(56)『人生象斅』（15）743 頁。 
(57)『我怎么做起小説来』513 頁、『魯迅全集』『第四巻南腔北調集』人民文学






［ 30 ］ 









(65)張仲民『晩清出版的生理衛生書籍及其読者』20,21 頁、『史林』2008 年 4
月。 
(66)上記（65）『晩清出版的生理衛生書籍及其読者』25～29 頁。 
(67)「『吶喊』自序」416 頁、『魯迅全集第１巻』人民文学出版社 1981 年版。 
(68)上記（67）「『吶喊』自序」417 頁。 
(69)『藤野先生』307 頁、『魯迅全集第２巻』人民文学出版社 1981 
年版。 
(70)『魯迅手蹟和蔵書目録』『日文部分』(28)の 86 頁、『魯迅目賭書目』(29)
の 23 頁。 
(71)周海嬰『魯迅与我七十年』21～24 頁、南海出版公司 2001 年。 
(72)上記（71）『魯迅与我七十年』20 頁。 
